
　

こ
れ
か
ら
の
学
校
教
育
に
お
い
て
は
、

教
育
課
程
と
し
て
明
確
化
す
る
教
科
を
中

心
と
し
た
教
育
計
画
だ
け
で
な
く
、
学
校

行
事
や
部
活
動
等
の
教
科
外
の
活
動
に
つ

い
て
の
教
育
計
画
の
あ
り
方
を
考
え
る
こ

と
も
求
め
ら
れ
る
。
教
育
課
程
同
様
、
教

科
外
の
活
動
に
お
け
る
教
育
計
画
も
、
各

教
育
活
動
を
通
じ
て
生
徒
に
ど
の
よ
う
な

資
質
・
能
力
を
育
む
の
か
、
す
な
わ
ち
、

各
教
育
活
動
の
内
容
と
育
成
を
目
指
す
資

質
・
能
力
と
の
関
係
を
明
確
化
す
る
こ
と

が
重
要
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
学
校
行
事

や
部
活
動
等
の
各
教
育
活
動
を
３
年
間
で

ど
う
展
開
し
て
い
く
の
か
、
教
育
活
動
全

体
の
実
施
計
画
を
作
成
す
る
こ
と
が
、
各

教
育
活
動
の
着
実
な
実
践
と
、
学
校
教
育

目
標
の
実
現
の
た
め
に
も
求
め
ら
れ
る
。

　

こ
れ
ま
で
、
学
校
行
事
や
部
活
動
等
の

教
科
外
活
動
に
つ
い
て
、
自
校
の
生
徒
に

育
み
た
い
資
質
・
能
力
と
関
連
づ
け
て
活

動
内
容
を
吟
味
す
る
学
校
は
決
し
て
多
く

は
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
事

実
、
Ｖ
Ｉ
Ｅ
Ｗ
21
編
集
部
が
現
場
に
ヒ
ア

リ
ン
グ
し
た
と
こ
ろ
、「
学
校
行
事
は
前

年
・
前
任
者
踏
襲
に
な
り
が
ち
」「
生
徒

に
と
っ
て
息
抜
き
に
な
れ
ば
よ
い
と
、
教

育
活
動
で
は
な
く
、
単
な
る
イ
ベ
ン
ト
と

し
て
捉
え
る
傾
向
に
あ
る
」
と
い
っ
た
声

も
あ
っ
た
。

　

だ
が
、
今
後
求
め
ら
れ
る
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
視
点
で
考
え
る

と
、
学
級
・
学
年
活
動
、
文
化
祭
や
体
育

祭
、
進
路
講
演
会
と
い
っ
た
学
校
全
体
の

行
事
、
部
活
動
な
ど
も
資
質
・
能
力
育
成

の
た
め
の
教
育
活
動
と
し
て
、
授
業
な
ど

の
教
科
活
動
と
有
機
的
に
関
連
づ
け
て
い

く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

　

そ
こ
で
、
Ｖ
Ｉ
Ｅ
Ｗ
21
編
集
部
で
は
、

教
育
課
程
表
と
同
様
に
、
現
場
の
教
師
か

ら
様
々
な
意
見
・
ア
イ
デ
ア
を
い
た
だ
き
、

教
科
外
活
動
も
含
め
た
各
教
育
活
動
の
内

容
と
、
そ
こ
で
育
成
を
目
指
す
資
質
・
能

力
を
明
確
化
し
、
各
活
動
を
３
年
間
で
ど

の
よ
う
に
展
開
し
て
い
く
の
か
が
見
渡
せ

る
教
育
活
動
計
画
の
モ
デ
ル
（
図
１
）
を

作
成
し
た
。

　

教
育
活
動
計
画
の
モ
デ
ル
の
構
成
を
具

体
的
に
見
て
い
く
。同
モ
デ
ル
の
左
側
は
、

各
教
育
活
動
を
通
じ
て
生
徒
に
ど
の
よ
う

な
資
質
・
能
力
を
育
む
の
か
、
す
な
わ
ち
、

各
教
育
活
動
の
内
容
と
育
成
を
目
指
す
資

質
・
能
力
と
の
関
係
を
明
確
化
す
る
部
分

で
あ
る
。
教
育
課
程
表
の
モ
デ
ル
同
様
、

そ
れ
ぞ
れ
の
教
育
活
動
で
特
に
生
徒
に
伸

ば
し
て
ほ
し
い
資
質
・
能
力
に
「
◎
」
や

「
○
」
な
ど
で
印
を
つ
け
、
各
教
育
活
動

と
育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
の
関
係
を

明
確
化
す
る
。

　

同
モ
デ
ル
の
右
側
は
、
各
教
育
活
動
を

い
つ
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
に
重
点
を
置
き

な
が
ら
、ど
の
よ
う
な
方
法
・
手
段
を
使
っ

て
指
導
し
て
い
く
の
か
を
示
す
、
教
育
活

動
の
実
施
計
画
部
分
と
な
る
。こ
こ
で
は
、

各
教
育
活
動
の
個
別
の
内
容
ま
で
落
と
し

込
む
こ
と
に
な
る
。

　

こ
の
よ
う
な
実
施
計
画
を
作
成
す
る
こ

と
で
、各
教
育
活
動
を
担
当
す
る
教
師
は
、

指
導
の
ポ
イ
ン
ト
を
視
覚
的
に
確
認
で
き

る
。
そ
の
結
果
、教
育
活
動
の
ね
ら
い
が
、

学
校
教
育
目
標
か
ら
無
自
覚
に
ぶ
れ
て
し

ま
う
の
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
、
ま
た
、
各

教
育
活
動
を
有
機
的
に
結
び
つ
け
て
指
導

す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
。

　

こ
の
実
施
計
画
の
最
も
重
要
な
要
素
の

１
つ
が
、
年
間
の
指
導
ス
ト
ー
リ
ー
部
分

で
あ
る
。
こ
こ
は
、
月
、
学
期
な
ど
、
あ

る
程
度
の
期
間
の
ま
と
ま
り
の
中
で
、
目

指
す
資
質
・
能
力
を
ど
の
よ
う
な
視
点
で

指
導
し
て
い
く
の
か
、
年
間
の
指
導
の
大

き
な
方
向
性
を
示
す
部
分
で
あ
る
。
こ
の

大
き
な
指
導
の
ス
ト
ー
リ
ー
が
あ
っ
て
初

め
て
、
各
教
育
活
動
の
個
別
の
実
施
計
画

に
落
と
し
込
む
こ
と
が
で
き
る
。

　

で
は
、３
年
間
の
指
導
ス
ト
ー
リ
ー
は
、

教育活動
計画

各
教
育
活
動
の
時
期
、内
容
と

資
質
・
能
力
の
つ
な
が
り
を
明
示

現
場
の
声
を
基
に
作
成
し
た

教
育
活
動
の
実
施
計
画
モ
デ
ル

各
教
育
活
動
で
ど
の
よ
う
な

資
質
・
能
力
を
育
む
の
か
を
明
確
化

実
施
計
画
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
し
て

の
年
間
指
導
ス
ト
ー
リ
ー
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具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
検
討
す
れ
ば
よ
い

の
か
。
そ
の
検
討
ポ
イ
ン
ト
を
現
場
の
教

師
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
し
た
と
こ
ろ
、
図
２
で

示
す
４
点
に
ま
と
め
ら
れ
た
。
ま
た
、
３

年
間
の
指
導
ス
ト
ー
リ
ー
の
具
体
例
を
、

生
徒
が
主
に
４
年
制
大
学
に
進
学
す
る
学

校
の
場
合
と
、
大
学
進
学
だ
け
で
は
な
く

就
職
な
ど
も
す
る
、
生
徒
の
進
路
が
多
様

で
あ
る
学
校
の
場
合
の
２
パ
タ
ー
ン
で
、

現
場
の
教
師
の
声
を
基
に
作
成
し
た（
Ｐ
．

12
図
３
）。自
校
の
３
年
間
の
指
導
ス
ト
ー

リ
ー
作
成
の
参
考
に
さ
れ
た
い
。

　

こ
の
３
年
間
の
指
導
ス
ト
ー
リ
ー
を
含

む
教
育
活
動
全
体
の
実
施
計
画
は
、
具

体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
ス
テ
ッ
プ
で
、
ど

の
よ
う
な
点
に
留
意
し
な
が
ら
作
成
す
れ

ば
よ
い
の
か
。
そ
し
て
、
そ
の
作
成
を
通

じ
て
教
師
に
は
何
が
見
え
て
く
る
の
だ
ろ

う
か
。
Ｐ
．13
よ
り
、
自
校
で
育
成
を

目
指
す
資
質
・
能
力
を
学
校
教
育
目
標
に

お
い
て
明
確
化
し
た
山
梨
県
立
吉
田
高
校

（
本
誌
６
月
号
特
集
Ｐ
．10
〜
13
で
紹
介
）

に
よ
る
、
教
育
活
動
計
画
の
検
討
と
作
成

の
、
そ
の
実
践
か
ら
考
え
て
い
く
。

図２ ３年間の指導ストーリー作成

特集

「学校教育デザイン」を描く❷　

これからの教育課程・教育活動計画のあり方

現在学校にある指導ストーリーを基にしながら、変化へ
の対応を盛り込む

今のストーリーを生かす

先生方から伺った検討ポイント

教育活動 育成を目指す資質・能力

活動種類 活動名

指導計画
指導ストーリー

４月 ５月
活動名

指導テーマ

指導ツール

活動名

指導テーマ

指導ツール

活動名

指導テーマ

指導ツール

活動名

指導テーマ

指導ツール

活動名

指導テーマ

指導ツール

活動名

指導テーマ

指導ツール

活動名

指導テーマ

指導ツール

活動名

指導テーマ

指導ツール

活動名

指導テーマ

指導ツール

活動名

指導テーマ

指導ツール

活動名

指導テーマ

指導ツール

活動名

指導テーマ

指導ツール

図１ 教育活動計画のモデル

このマークのある図版は、加工可能なデータとして、ベネッセ教育総合研究所のウェブサイト（http://berd.benesse.jp）からダウンロード
できます。「HOME→教育情報→高校向け→バックナンバー→2017年度 8月号」でご覧ください。

推薦・ＡＯ入試拡大に伴って入試対応スケジュールが変
わる３年生からの逆算でストーリーを考える

３年生からの逆算で考える

中高接続期指導で何を意識づけし、定着させるか、入試
に向けて、何を切り替えていくかを考える

中高接続期⇔受験生切り替え期

次年度に１年生となる生徒・保護者に、自校の指導に安
心感を持ってもらえるものにする

生徒・保護者に示せるもの

（　　　　　　　　　　　）高等学校　（　　　　）年度入学生　　第（　　）学年　教育活動計画

指導ストーリー

４月 ５月

自校で育成を目指す資質・能
力の数に合わせて、この欄を
縦に分割し、左に挙げた教育
活動それぞれについて、特に
生徒に伸ばしてほしい資質・
能力に「◎」や「○」などの印
を記入する（P.13 図２の山梨
県立吉田高校の教育活動計
画を記入例として参照）。

月、学期など、ある程度
の期間のまとまりの中で、
目指す資質・能力をどのよ
うな視点で指導していくの
か、年間の指導の大きな
方向性（＝３年間の指導ス
トーリー）を記入する。

各教育活動について、ど
のようなことに重点を置い
て指導するのかを「指導
テーマ」の欄に、指導に
あたってどのような方法・
手段を使うのかを「指導
ツール」の欄に記入する。
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4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月

3月

3月

【再出発】
高１の体験を
踏まえた積み
残しの 確 認

（自分で語ら
せる）

【経験・視野の幅を広げ、学びを深める】
課外活動、知識・技能の定着を深める

【高校の学び中間総括】
何ができるようになったかの自覚と自信、希望進
路につなげる

【生徒個 に々応じた力の引き上げ】
生徒の希望進路や学習習慣や学習方法に差がつ
く時期に、個別での進路相談（迷わせ、揺さぶり、
プラスの声かけで導く）、学習支援

【希望進路の揺さぶりと明確化】
志望校検討、併せて志望校群入試に向けての戦
略を立てる

【目標への基礎完成度を確認】
入試・卒業までに身につけたいレベルと
のギャップ（資質・能力）を確認する

【AO・推薦生徒の引き上げ】
学びの総括からチャレンジの可能性の
ある生徒を引き上げる

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月

【キャリアプランの振り返り・再構築】
出願校戦略を立てる

【生徒個 に々応じた目標設定】
目標に応じたアドバイス

【資質・能力　集大成発揮】
 これまで学んだことの集大成を発揮、思考力の自己表現
２年間の経験値を確かめて、そこからスタートさせる

【進路実現】
進路実現に向けた個別対応
進学先決定後のレディネスのアドバイス

生徒が主に４年制大学に進学する学校の場合

１
年
生

２
年
生

３
年
生

【適応】３年間の展望 （自校で３年後に
どうなってほしいか、身につけるべき力）
の提示

【把握】入学生の特性を把握し、指導
に生かす

【自己理解】自分の現状の力　（学力・学び方・総合的な力）を知る、自分の興味・
関心を知る、他者からのアドバイスの機会を設ける（自分を客観的に見つめる、
考える機会） 

【社会理解】職業研究から、社会全体への課題を考える　　　

【課題と向き合う】
自らのキャリア希望に向けた課題の克
服、苦手と向き合う（苦手教科、思考・
判断・表現力、課題研究まとめ）

【学習習慣確立】 入学時からの学
習習慣（予習・授業・復習）が２
学期でも続けられている

【量から質への転換】 学習の入学時からの
学習習慣（予習・授業・復習）が２学期
でも続けられている

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

【適応】通学・学習の意義認知
生活習慣や礼儀の確認
学校帰属意識を高める
自分への興味を持つ

【自信】学力以外の物差しで生徒を見る。負のレッテルはがし。
やったらできたの繰り返し

【自己理解】高校生としてのリスタート。科目選択に向けた自己理解
【社会理解】生き方を考える／自分を見つめ直す

【社会と向き合う】
１０年後の自分を見つめてみる（社会に
出た時の自分をイメージする）

【学習姿勢】
学習姿勢づくり
2 回目の初期指導

【学習成果の山場】 学びの基礎診断
から逆算し、到達目標と現状の差を
確認する

【学習への自信】
１年間のまとめ、振り返りから成長を感
じ自信を持つ

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月

3月

3月

【中間到達】
１年次の学習
の補完

【経験・視野の幅を広げ、学びを深める】
学校の外での活動、中だるみの気持ちを引き締め
る。経験を広げ、思考を深める

【進路選択の揺さぶりからマインドセット】
２学期を通じて本人が考えた進路選択になっているか
を、揺さぶりをかけ 2 学期中に意志を固める

【学びを深める】強みを伸ばす指導
先輩の様子を見せて、１年後からの逆算で学習や
進路選択への意欲を喚起

【中間ゴールと学びの総括】
「進路決定への通過点」としての学びの基礎診断。
求められる到達目標のクリア。身につけてきたことの
総括

【就職・進学・AO・推薦の見極め】
生徒の進路選択のいったんの腹決め

【フォローアップ】
進路目標に応じた、到達目標とギャップ
のある生徒への対応

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月

【キャリアプランの振り返り・再構築】
これまでの高校生活で身につけたこと
を再整理し、進路目標に応じて必要に
なる力を確認する

【資質・能力　集大成発揮】
 これまで学んだことの集大成を発揮、思考力の自己表現

【ギャップターム】
次の進路までの準備。ブリッジ指導
内定後指導。社会体験（運転免許）を通じて、初めて社会
の厳しいルールを体験させる

生徒の進路が多様である学校の場合

１
年
生

２
年
生

３
年
生

図３ ３年間の指導ストーリー例
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育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
を
学
校
教

育
目
標
「
吉
田
高
校
グ
ラ
デ
ュ
エ
ー
シ
ョ

ン
・
ポ
リ
シ
ー
（
以
下
、吉
高
Ｇ
Ｐ
）」
と

定
義
し
た
山
梨
県
立
吉
田
高
校
で
は
、
あ

ら
ゆ
る
教
育
活
動
に
お
い
て
、
生
徒
、
教

師
が
各
活
動
と
吉
高
Ｇ
Ｐ
と
の
つ
な
が
り

を
意
識
し
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
る
（
本

誌
６
月
号
・
特
集
Ｐ
．10
〜
13
で
紹
介
）。

　

今
回
、
同
校
は
Ｖ
Ｉ
Ｅ
Ｗ
21
編
集
部
が

作
成
し
た
教
育
活
動
計
画
の
モ
デ
ル
を

使
っ
て
、
１
年
次
に
年
間
を
通
し
て
生
徒

に
ど
の
よ
う
な
力
を
育
む
の
か
、
そ
れ
ぞ

れ
の
時
期
に
ど
の
よ
う
な
教
育
活
動
を
ど

の
よ
う
な
ね
ら
い
の
下
に
実
施
す
る
の

か
、
そ
し
て
、
各
活
動
に
お
い
て
吉
高
Ｇ

Ｐ
で
定
め
ら
れ
た
８
つ
の
力
（
図
１
）
の

う
ち
、
特
に
ど
の
力
を
育
成
す
る
の
か
を

検
討
し
た
。

　

そ
の
検
討
は
、
吉
高
Ｇ
Ｐ
の
８
つ
の
力

が
日
々
の
学
校
生
活
の
中
で
養
う
も
の

で
あ
る
こ
と
を
、
生
徒
と
教
師
が
こ
れ
ま

で
以
上
に
意
識
す
る
機
会
と
な
っ
た
。
さ

ら
に
は
、
今
後
、
同
校
に
お
い
て
、
学
年

や
教
科
、
ク
ラ
ス
で
個
々
の
教
育
活
動
の

詳
細
な
指
導
計
画
を
作
成
す
る
際
、
各
活

教
育
活
動
計
画　
　

検
討
・
作
成
実
践

特集

「学校教育デザイン」を描く❷　

これからの教育課程・教育活動計画のあり方

図２ 教師が作成した吉田高校の教育活動計画（抜粋）

❶自己肯定力　達成感を積み重ねることで、自信をつけます 　
❷傾聴力	 他者の意見を謙虚に聴く習慣を身につけます 　
❸分析力	 事実を客観的に分析する習慣を身につけます 　
❹思考力	 物事を鵜呑みにせず、「何故か」を考える習慣を
	 身につけます 　
❺発信力　	 自分の考えを、わかりやすく他者に伝える方法を
	 身につけます 　
❻想像力　	 未来（結果）を考え、想像する力を身につけます 　
❼創造力　	 課題を解決する方法を創造する力を身につけます　
❽行動力　	 自身の考えに基づき、行動する力を身につけます

＊学校が作成した教育活動計画を基に編集部で作成

＊学校資料を基に編集部で作成

教育活動 育成を目指す資質・能力

活動種類 活動名 自己
肯定力 傾聴力 分析力 思考力 発信力 想像力 創造力 行動力

学校行事
式典・
全校集会 ○ ○

学習 学習指導 ○ ○

学校行事
校歌・応援歌
練習 ○ ○

学習
実力テスト・
定期考査 ○ ○

学習 模擬試験 ○ ○

学校行事
蒼風祭
体育祭
球技大会

○ ○

学校行事
富士登山
強歩大会 ○ ○

学校行事
生徒指導に関
する講演会・
集会・活動

○ ○

学校行事
進路に関する
講演会・集会・

活動
○ ○

学校行事
環境に関する
活動・大掃除・
校外清掃活動

○ ○

指導計画
指導ストーリー：意識させる・浸透させる　（学力観・学習習慣・生活習慣・８つの力）

４月 ５月

入学式・全校集会
話を聞く態度を育成する

学習指導・ガイダンス 学習指導
授業への取り組み方を身につけさせる 授業への取り組み方を身につけさせる
学習時間記録表・Yoshida Career Guide 学習時間記録表・Yoshida Career Guide

校歌・応援歌指導
達成感を味わわせる

実力テスト 第１回・定期考査
知識の定着度を測る 知識の定着度を測る
自校作成テスト 自校作成テスト

模試
結果を分析する

交通安全教室 防災避難訓練
想像力を鍛え事故を防止する 想像力と行動力を養う

進路調査・意識調査
自分を分析し将来につなげる

自校作成アンケート

図１ 「吉田高校グラデュエーション・
ポリシー」（吉高ＧＰ） 教

育
活
動
計
画
の
検
討
に

生
徒
が
参
加

生
徒
同
士
の
対
話
を
通
し
て
「
吉
高
Ｇ
Ｐ
」の

理
解
を
深
め
、各
教
育
活
動
の
意
味
を
明
確
化

◎
山
梨
県
立
吉
田
高
校
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生
徒
に
よ
る
教
育
活
動
計
画
の
検
討

は
、
次
の
よ
う
な
形
で
行
わ
れ
た
。

　

ま
ず
、
第
１
フ
ェ
ー
ズ
と
し
て
、
１
・

２
年
生
の
各
ク
ラ
ス
代
表
11
人
が
、
１
年

次
の
授
業
か
ら
文
化
祭
、
校
歌
・
応
援
歌

練
習
、
課
外
学
習
、
朝
読
書
に
至
る
ま
で

の
様
々
な
教
育
活
動
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ

れ
吉
高
Ｇ
Ｐ
の
８
つ
の
力
の
う
ち
、
特

に
身
に
つ
く
と
考
え
ら
れ
る
２
つ
の
力
を

学校の教育目標を、私たちは
どのように理解しているか

２
時
間
に
わ
た
っ
て
検
討
し
た
（
図
３
）。

話
し
合
い
に
際
し
て
は
、
同
校
の
髙た

か

保ほ

裕ゆ
う

樹き

校
長
が
作
成
し
た
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
（
図

４
）
が
、
８
つ
の
力
の
意
味
を
よ
り
リ
ア

ル
に
理
解
す
る
た
め
の
参
考
資
料
と
し
て

活
用
さ
れ
た
。
そ
れ
と
並
行
し
て
、
３
年

生
の
ク
ラ
ス
代
表
７
人
が
、
こ
れ
ま
で
の

高
校
生
活
を
振
り
返
り
な
が
ら
、
生
徒
目

線
で
８
つ
の
力
の
意
味
を
約
１
時
間
話
し

合
っ
た
。
な
お
、
ク
ラ
ス
代
表
を
含
む
全

校
生
徒
は
、７
月
に
行
わ
れ
た
文
化
祭「
蒼

風
祭
」
で
、
自
分
は
８
つ
の
力
の
う
ち
の

ど
の
力
を
身
に
つ
け
た
い
か
を
事
前
に
考

え
、
文
化
祭
の
後
に
自
己
評
価
を
行
っ
た
。

そ
の
上
で
、
第
２
フ
ェ
ー
ズ
で
は
、
第
１

フ
ェ
ー
ズ
の
話
し
合
い
に
参
加
し
た
生
徒

の
う
ち
各
学
年
２
人
、
計
６
人
が
教
育
活

動
計
画
の
検
討
に
参
加
し
、
８
つ
の
力
の

関
係
性
や
、
各
活
動
で
８
つ
の
力
の
う
ち

ど
の
力
が
身
に
つ
く
の
か
を
話
し
合
っ
た
。

　

８
つ
の
力
に
つ
い
て
仲
間
と
話
し
合

い
、
さ
ら
に
、
文
化
祭
と
い
う
教
育
活
動

で
自
分
が
身
に
つ
け
た
い
力
を
考
え
た
上

で
そ
の
活
動
に
臨
ん
だ
経
験
を
持
ち
寄
っ

生徒による、教育活動計画検討会

動
と
育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
と
の
つ

な
が
り
が
常
に
明
確
に
な
り
、
指
導
の
ぶ

れ
が
防
げ
る
と
い
っ
た
効
果
が
期
待
さ
れ

た
。

　

し
か
し
、
教
育
活
動
計
画
の
作
成
に
は

懸
念
も
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
各
活
動
で
養

う
力
を
決
め
て
し
ま
う
こ
と
で
、
学
年
や

ク
ラ
ス
の
特
性
に
応
じ
た
柔
軟
な
指
導
を

阻
害
し
、
取
り
組
み
の
形
骸
化
に
つ
な
が

る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
点
だ
。

　

そ
こ
で
同
校
で
は
、
管
理
職
な
ど
の
一

部
の
教
師
が
作
成
し
た
教
育
活
動
計
画
を

ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
的
に
全
校
に
周
知
す
る
の

で
は
な
く
、
管
理
職
と
各
分
掌
主
任
、
そ

し
て
、
各
学
年
主
任
に
よ
る
教
育
活
動
計

画
の
作
成
（
Ｐ
．13
図
２
）
と
並
行
し
て
、

教
育
活
動
の
当
事
者
で
あ
る
生
徒
も
教
育

活
動
計
画
の
作
成
に
か
か
わ
り
、
そ
の
意

義
を
話
し
合
っ
た
。
教
師
は
自
分
た
ち
と

生
徒
、
異
な
る
視
点
で
の
教
育
活
動
計
画

の
作
成
を
踏
ま
え
て
、
よ
り
よ
い
教
育
活

動
計
画
の
あ
り
方
を
検
討
し
た
。

　

こ
こ
か
ら
は
、
学
校
教
育
目
標
で
あ
る

吉
高
Ｇ
Ｐ
の
実
現
の
た
め
の
教
育
活
動
計

画
を
、
ど
の
よ
う
に
作
成
・
運
用
す
べ
き

か
を
吉
田
高
校
の
生
徒
が
語
り
合
っ
た
様

子
と
、
生
徒
の
対
話
を
観
察
す
る
中
で
同

校
の
教
師
が
得
た
、
教
育
活
動
計
画
作
成

の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
報
告
す
る
。

１
〜
３
年
生
が
学
校
行
事
で

身
に
つ
く
力
を
検
討

図３ 生徒が考えた各教育活動で身につく資質・能力（抜粋）

学校生活での経験やそこでの気づきを語り合いながら、教育活動計画の検
討に臨む生徒たちと、その議論の様子を見守る教師たち。

＊生徒が作成した教育活動計画を基に編集部で作成

教育活動 育成を目指す資質・能力

活動種類 活動名 自己
肯定力 傾聴力 分析力 思考力 発信力 想像力 創造力 行動力

学校行事 式典・全校集会 ○ ○
学習 学習指導 ○ ○

学校行事 校歌・応援歌練習 ○ ○

学習 実力テスト・
定期考査 ○ ○

学習 模擬試験 ○ ○

学校行事 蒼風祭、体育祭、
球技大会 ○ ○

学校行事 富士登山
強歩大会 ○ ○

14 August  2017



た
生
徒
た
ち
に
よ
る
、
第
２
フ
ェ
ー
ズ
に

お
け
る
話
し
合
い
の
様
子
を
ダ
イ
ジ
ェ
ス

ト
で
紹
介
す
る
。

後
藤　

教
育
活
動
計
画
を
最
初
に
見
た
時

に
、ど
の
よ
う
な
感
想
を
持
ち
ま
し
た
か
。

佐
藤　
「
こ
の
行
事
で
は
、
８
つ
の
力
の

う
ち
の
こ
の
力
を
伸
ば
す
ん
だ
」
と
い
う

よ
う
に
、
目
的
意
識
を
持
っ
て
行
事
に
臨

め
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。

後
藤
　
教
育
活
動
計
画
で
は
、
活
動
内
容

が
異
な
る
文
化
祭
・
体
育
祭
・
球
技
大
会

は
ひ
と
く
く
り
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
３

つ
の
行
事
に
共
通
点
は
あ
り
ま
す
か
。

鴻
巣　

３
つ
と
も
ク
ラ
ス
単
位
で
動
く
場

面
が
あ
る
か
ら
、
団
結
力
を
求
め
ら
れ
る

こ
と
が
多
い
点
が
共
通
し
て
い
ま
す
。

鶴
﨑　

団
結
力
は
吉
高
Ｇ
Ｐ
に
は
な
い
の

で
、
団
結
す
る
た
め
に
は
８
つ
の
力
の
中

で
ど
の
力
が
必
要
な
の
か
を
考
え
て
み
ま

せ
ん
か
。
例
え
ば
、
意
見
の
対
立
を
乗
り

越
え
る
に
は
、傾
聴
力
が
必
要
で
す
よ
ね
。

鴻
巣　

団
結
す
る
た
め
に
は
、
目
標
が
必

要
で
、
さ
ら
に
目
標
を
強
く
打
ち
出
す
発

信
力
も
求
め
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

滝
口　

リ
ー
ダ
ー
は
、
傾
聴
力
を
持
っ
て

周
り
の
人
の
思
い
に
耳
を
傾
け
、
心
の
中

を
想
像
し
た
上
で
発
信
し
な
い
と
、
周
り

が
つ
い
て
こ
な
い
で
す
よ
ね
。

佐
藤　

発
信
力
と
傾
聴
力
は
一
体
に
な
っ

て
初
め
て
、
そ
の
力
が
発
揮
さ
れ
る
も
の

の
よ
う
な
気
が
し
て
き
ま
し
た
。

小
俣　

球
技
大
会
を
振
り
返
る
と
、
勝
ち

た
い
気
持
ち
が
強
く
な
り
す
ぎ
て
、
ス

ポ
ー
ツ
が
苦
手
な
人
が
置
き
去
り
に
さ
れ

て
い
た
気
が
し
ま
す
。
得
意
な
人
が
苦
手

な
人
を
支
え
る
関
係
が
あ
っ
て
こ
そ
の
団

結
だ
し
、
そ
れ
が
で
き
な
け
れ
ば
こ
の
行

事
を
通
し
て
、
自
己
肯
定
力
が
む
し
ろ
損

な
わ
れ
て
し
ま
う
と
思
い
ま
す
。

鴻
巣　

話
を
聞
く
う
ち
に
、
発
信
力
よ
り

も
傾
聴
力
な
の
で
は
な
い
か
と
思
う
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
全
員
が
楽
し
め
る
も
の

に
す
る
に
は
、
い
ろ
い
ろ
な
人
が
い
る
こ

と
を
理
解
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
言
葉
に
耳

を
傾
け
る
こ
と
が
必
要
な
気
が
し
ま
す
。

小
俣　

同
じ
行
事
で
も
人
に
よ
っ
て
重
視

す
る
力
が
違
い
ま
す
よ
ね
。
役
職
の
あ
る

人
と
な
い
人
と
で
は
、
ど
の
力
を
身
に
つ

け
る
こ
と
に
な
る
の
か
、
さ
ら
に
変
わ
っ

て
く
る
と
思
い
ま
す
。そ
も
そ
も
僕
ら
は
、

３
年
間
を
通
し
て
８
つ
の
力
を
バ
ラ
ン
ス

よ
く
身
に
つ
け
る
べ
き
な
の
か
、
そ
れ
と

も
凸
凹
が
あ
っ
て
よ
い
の
か
⋮
⋮
。

滝
口　

８
つ
の
力
は
こ
れ
か
ら
の
社
会
で

必
要
な
も
の
な
の
だ
か
ら
、
バ
ラ
ン
ス
よ

く
身
に
つ
け
た
方
が
よ
い
と
思
い
ま
す
。

鶴
﨑　

で
も
、
人
に
よ
っ
て
力
を
入
れ
る

こ
と
、
目
指
す
も
の
は
違
い
ま
す
よ
ね
。

得
意
な
人
、
苦
手
な
人
、
楽
し
み
た
い
人
、

結
果
を
出
し
た
い
人
⋮
⋮
そ
れ
ぞ
れ
の
違

い
も
尊
重
し
合
い
た
い
で
す
。

後
藤　

各
教
育
活
動
で
身
に
つ
く
力
は
、

無
理
に
２
つ
に
絞
ら
な
い
で
、
ど
の
力

を
い
く
つ
選
ぶ
か
は
、
個
人
に
選
択
の
余

地
を
残
し
て
も
よ
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん

ね
。
ど
の
力
を
選
ん
だ
か
よ
り
も
、
考
え

る
こ
と
自
体
が
大
切
な
気
が
し
ま
す
。

滝
口　

文
化
祭
や
体
育
祭
な
ど
の
行
事
の

多
く
は
、
限
ら
れ
た
期
間
の
イ
ベ
ン
ト
で

す
よ
ね
。
だ
か
ら
こ
そ
、
そ
こ
で
学
ん
だ

こ
と
や
身
に
つ
け
た
力
を
日
常
生
活
で
さ

学
校
行
事
で
身
に
つ
く
力
は

極
め
て
多
彩

学
校
行
事
で
身
に
つ
け
た
力

を
日
常
生
活
で
発
揮
す
る

特集

「学校教育デザイン」を描く❷　

これからの教育課程・教育活動計画のあり方

図４ ８つの力のルーブリック

＊学校資料をそのまま掲載

山
梨
県
立
吉
田
高
校
３
年

小
俣
祥
吾

お
ま
た
・
し
ょ
う
ご

山
梨
県
立
吉
田
高
校
１
年

佐
藤
聡
太

さ
と
う
・
そ
う
た

山
梨
県
立
吉
田
高
校
１
年

滝
口
理
奈

た
き
ぐ
ち
・
り
な

山
梨
県
立
吉
田
高
校
２
年

後
藤
大
地

ご
と
う
・
だ
い
ち

山
梨
県
立
吉
田
高
校
２
年

鴻
巣
有
輝

こ
う
の
す
・
ゆ
う
き

山
梨
県
立
吉
田
高
校
３
年

鶴
﨑
新
治

つ
る
さ
き
・
し
ん
じ
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髙
保
校
長
が
問
題
提
起
し
た
の
は
、
教

師
が
作
成
し
た
教
育
活
動
計
画
を
生
徒
に

提
供
す
る
か
ど
う
か
だ
。「
生
徒
と
教
師

と
で
は
各
活
動
で
ど
の
力
が
身
に
つ
く
の

か
、
解
釈
が
異
な
る
と
こ
ろ
も
あ
っ
た

が
、
そ
れ
は
問
題
で
は
な
い
。
重
要
な
の

は
、
先
ほ
ど
の
生
徒
た
ち
の
よ
う
に
話
し

合
い
、
自
分
で
考
え
る
こ
と
だ
」
と
、
髙

保
校
長
は
感
想
を
語
っ
た
上
で
、「
教
師

が
作
成
し
た
教
育
活
動
計
画
を
生
徒
に
提

示
す
る
こ
と
で
、
生
徒
か
ら
考
え
る
機
会

を
奪
う
の
で
は
な
い
か
」と
問
い
か
け
た
。

　

そ
れ
を
受
け
て
教
師
か
ら
は
、「
２
年

次
に
な
る
と
、
学
校
行
事
な
ど
の
内
容
も

よ
く
分
か
る
よ
う
に
な
る
の
で
、
各
活
動

で
ど
の
力
を
身
に
つ
け
る
の
か
、
生
徒
に

自
分
で
考
え
さ
せ
て
は
ど
う
か
」
と
い
う

案
が
提
示
さ
れ
た
。
一
方
で
、「
教
師
と

生
徒
の
考
え
が
必
ず
し
も
一
致
し
て
い
な

い
か
ら
こ
そ
、
教
師
の
思
い
を
伝
え
、
異

な
る
価
値
観
と
の
出
会
い
を
つ
く
っ
て
あ

学校教育目標を理解する生徒の姿に
新たな指導の可能性を展望する

ら
に
深
め
ら
れ
る
か
ど
う
か
が
重
要
だ
と

思
い
ま
し
た
。
私
は
今
回
、
応
援
歌
練
習

を
初
め
て
体
験
し
ま
し
た
が
、
あ
の
1
週

間
の
練
習
は
確
か
に
み
ん
な
本
気
だ
っ
た

け
れ
ど
、
そ
の
後
の
高
校
総
体
の
壮
行
会

で
は
声
が
出
て
い
な
い
人
も
い
ま
し
た
。

日
常
生
活
で
生
か
さ
れ
て
初
め
て
力
が
身

に
つ
い
た
と
言
え
る
と
思
う
の
で
す
。

佐
藤　

授
業
や
部
活
動
な
ど
、
毎
日
あ
た

り
前
に
あ
る
活
動
の
中
で
、
行
事
な
ど
で

身
に
つ
け
た
力
を
ど
れ
だ
け
意
識
で
き
る

か
は
す
ご
く
大
切
な
こ
と
で
す
よ
ね
。

鶴
﨑　

行
事
を
単
な
る
イ
ベ
ン
ト
に
終
わ

ら
せ
な
い
た
め
に
、
行
事
で
は
あ
え
て
自

分
の
弱
点
で
あ
る
力
を
意
識
し
て
伸
ば
す

よ
う
に
す
れ
ば
、
行
事
で
の
学
び
と
そ
の

後
の
日
常
生
活
と
の
結
び
つ
き
が
強
く
な

る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
そ
し
て
、
行
事

の
時
は
互
い
に
苦
手
な
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
て
い
る
の
だ
と
共
通
認
識
を
持
て
れ

ば
、
み
ん
な
で
支
え
合
う
関
係
づ
く
り
に

も
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
。

小
俣　

そ
の
た
め
に
は
、
互
い
の
得
意
や

苦
手
に
気
づ
き
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
率

直
に
語
り
合
え
る
雰
囲
気
が
学
校
に
必
要

だ
と
思
い
ま
す
。
自
分
が
気
づ
い
て
い
な

い
長
所
を
人
に
言
っ
て
も
ら
え
れ
ば
、
今

自
分
が
で
き
て
い
な
い
こ
と
に
も
自
信
を

持
っ
て
向
き
合
え
る
よ
う
に
な
る
は
ず
で

す
。

滝
口　

８
つ
の
力
は
、
目
標
と
し
て
掲
げ

る
だ
け
で
な
く
、
そ
の
意
味
に
つ
い
て
常

に
話
し
合
う
こ
と
が
大
切
な
の
だ
と
分
か

り
ま
し
た
。

生徒の対話から教師が学ぶ
生
徒
が
主
体
と
な
っ
て

教
育
活
動
の
意
味
を
考
え
る

学校教育目標である吉高ＧＰと授業や学校行事などの教育活動との関連に
ついての生徒たちの議論は、髙保校長を含め８人の教師が見守った。およ
そ１時間の生徒の議論の後、教師たちは教育活動計画の運用について話し
合った。

経験していない学校行事も多い１年生に、２・３年生が各
行事の概要を説明しながら話し合いは進んだ。

生徒の話し合いを見守る教師たち。「吉高ＧＰの８つの力を、生
徒が対話を通して深く考えていたことに驚いた」（髙保校長。右）
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山
梨
県
立
吉
田
高
校

◎
校
訓
は
「
百
折
不
撓
」「
純
剛
」。
新
入
生
を
対

象
に
し
た
校
歌
・
応
援
歌
指
導
、
富
士
登
山
強
歩

大
会
な
ど
の
伝
統
行
事
を
持
つ
。「
総
合
的
な
学
習

の
時
間
」
の
中
に
「
富
士
山
学
」
を
設
定
し
、
探

究
学
習
を
行
う
。
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
、
ラ

グ
ビ
ー
な
ど
部
活
動
も
盛
ん
。

◎
設
立　

１
９
３
７
（
昭
和
12
）
年

◎
形
態　

全
日
制
／
普
通
科
・
理
数
科
／
共
学

◎
生
徒
数　

1
学
年
約
２
８
０
人

◎
２
０
１
７
年
度
入
試
合
格
実
績
︵
現
役
の
み
︶

国
公
立
大
は
、
東
北
大
、
東
京
大
、
一
橋
大
、
名

古
屋
大
、
大
阪
大
な
ど
に
１
０
６
人
が
合
格
。
私

立
大
は
、慶
應
義
塾
大
、上
智
大
、中
央
大
、明
治
大
、

早
稲
田
大
な
ど
に
延
べ
５
６
９
人
が
合
格
。

◎U
R
L　

h
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w
w
w
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sh
id
a
h
.k
a
i.
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げ
た
い
」
と
い
う
声
も
上
が
っ
た
。

　

検
討
の
結
果
、
１
年
次
ま
で
は
、
教
師

が
全
項
目
記
入
・
作
成
し
た
教
育
活
動
計

画
を
生
徒
に
配
布
す
る
が
、
そ
の
後
は
、

各
教
育
活
動
で
身
に
つ
け
る
力
に
つ
い
て

は
、
生
徒
自
身
に
考
え
さ
せ
、
そ
の
数

も
、
１
つ
の
活
動
に
つ
き
原
則
２
つ
と
し

な
が
ら
、
最
終
的
に
は
生
徒
の
判
断
に
任

せ
る
こ
と
と
し
た
。
教
師
に
と
っ
て
教
育

活
動
計
画
は
、
学
校
教
育
目
標
と
各
教
育

活
動
の
目
的
を
結
び
つ
け
、
各
活
動
を
具

体
化
す
る
た
め
に
必
要
だ
が
、
同
校
で
は

教
師
の
考
え
を
基
に
生
徒
自
身
に
も
考
え

る
機
会
を
与
え
る
と
い
う
方
針
に
な
っ
た

の
だ
。

　

生
徒
た
ち
の
議
論
で
教
師
に
特
に
印

象
を
残
し
た
の
が
、「
学
校
行
事
な
ど
で

身
に
つ
け
た
力
は
、
日
常
生
活
に
生
か
さ

れ
な
け
れ
ば
意
味
が
な
い
」
と
い
う
言
葉

だ
。
そ
れ
は
、
高
校
で
の
学
び
は
社
会
で

も
生
き
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
、
生
徒
が

理
解
し
て
い
る
こ
と
を
証
明
す
る
言
葉

だ
っ
た
。
そ
こ
で
、
髙
保
校
長
は
「
生
徒

は
日
常
の
大
切
さ
を
強
調
し
て
い
た
。
そ

れ
な
ら
ば
、
私
た
ち
は
日
常
の
根
幹
、
つ

ま
り
授
業
に
お
い
て
、
８
つ
の
力
の
育
成

を
も
っ
と
意
識
す
べ
き
で
は
な
い
か
」と
、

教
師
た
ち
に
問
い
か
け
た
。
そ
れ
に
対
し

て
、「
文
化
祭
で
の
生
徒
の
設
定
目
標
や

自
己
評
価
を
見
て
、
発
信
力
の
自
己
評
価

が
低
い
生
徒
が
多
か
っ
た
の
で
、
自
分
の

授
業
で
は
発
信
力
を
強
化
で
き
る
よ
う
な

仕
か
け
を
意
図
的
に
取
り
入
れ
て
い
る
」

と
い
う
取
り
組
み
が
紹
介
さ
れ
た
。
そ
れ

を
受
け
て
髙
保
校
長
は
、「
吉
高
Ｇ
Ｐ
を

軸
に
し
た
教
育
活
動
計
画
は
、
教
師
に

と
っ
て
授
業
、
面
談
、
Ｌ
Ｈ
Ｒ
な
ど
あ
ら

ゆ
る
教
育
活
動
で
生
徒
を
刺
激
す
る
ツ
ー

ル
と
な
る
」
と
展
望
を
語
っ
た
。

　

教
師
た
ち
が
何
度
も
口
に
し
た
の
が
、

「
先
ほ
ど
の
よ
う
な
生
徒
の
対
話
を
、
全

校
規
模
で
つ
く
り
た
い
」と
い
う
言
葉
だ
。

そ
の
よ
う
な
思
い
に
至
っ
た
の
は
、
教
育

活
動
の
当
事
者
と
し
て
生
徒
が
学
校
教
育

目
標
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
を
語
る

場
を
つ
く
る
こ
と
で
、日
々
の
教
育
活
動

が
学
校
教
育
目
標
と
強
く
結
び
つ
き
、そ

し
て
、
生
徒
が
学
校
で
の
学
び
に
つ
い
て

深
く
考
え
て
い
る
こ
と
に
全
教
師
が
気
づ

く
こ
と
で
、教
師
一
人
ひ
と
り
の
生
徒
へ

の
声
か
け
も
大
き
く
変
わ
る
可
能
性
が
あ

る
と
い
う
考
え
か
ら
だ
。そ
こ
で
、
夏
季

休
業
前
に
、ク
ラ
ス
代
表
の
生
徒
に
よ
る

８
つ
の
力
に
関
す
る
話
し
合
い
の
進
行
役

を
集
め
た
打
ち
合
わ
せ
を
行
っ
た
上
で
、

思
っ
た
こ
と
、気
が
つ
い
た
こ
と
を
学
年

縦
断
の
グ
ル
ー
プ
で
話
し
合
う
と
い
う
新

し
い
取
り
組
み
を
実
施
し
た
。

　

生
徒
た
ち
の
話
し
合
い
は
、
同
校
の
教

師
た
ち
に
、
学
校
教
育
目
標
と
学
校
の
す

べ
て
の
教
育
活
動
を
強
く
結
び
つ
け
る
こ

と
で
、
生
徒
の
意
識
、
学
び
の
成
果
が
大

き
く
変
わ
る
こ
と
、
そ
し
て
教
師
の
指
導

が
変
わ
る
こ
と
を
実
感
さ
せ
た
の
だ
。

図５ 吉田高校の教育活動計画の
運用方針

特集

「学校教育デザイン」を描く❷　

これからの教育課程・教育活動計画のあり方

後列左から、舟久保豊先生（１学年主任）、飯室毅先生（進路指
導主事）、髙保裕樹校長、古屋勇

はや

人
と

教頭、小
お

俣
また

義
よし

一
いち

教頭。
前列左から、東

あずま

一孝先生（教務主任）、上
かみむら

村泰子先生（２学年主任）、
仲條博紀先生（３学年主任）。

１年次までは、教育活動ごとに身に
つけてほしい力を教師が例示したも
のを渡し、２年次以降は生徒に考え
させるようにする。

クラス代表の生徒が学校教育目標に
ついて語り合う場面を提供した上で、
学年縦断のグループで話し合う。

話し合いの内容を踏まえて、生徒一
人ひとりが、各教育活動で身につけ
たい力について改めて考え、各自の
教育活動計画に反映させる。

1

2

3

＊取材を基に編集部で作成
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